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五
月
十
一
日
午
後
五
時
半
、
長
途
の
旅
程
を
終
え
て
羽
田
空
港
か
ら
私
邸
に
帰
り
つ
い
た
大
平
首
相
の
顔
に
は
、
さ
す
が
に
疲
労
の
色
が
に

じ
み
出
て
い
た
。
三
月
下
旬
か
ら
の
重
な
る
内
政
外
交
問
題
の
処
理
、
困
難
を
き
わ
め
た
国
会
運
営
、
さ
ら
に
は
、
土
曜
、
日
曜
返
上
の
政
経

文
化
パ
ー
テ
ィ
ー
ヘ
の
出
席
、
そ
し
て
こ
れ
に
続
く
十
二
日
間
、
五
万
キ
ロ
を
超
え
る
首
脳
外
交
の
旅
―
―
そ
れ
は
い
か
に
頑
健
を
誇
る
大
平

首
相
と
い
え
ど
も
、
七
十
歳
の
肉
体
に
は
限
界
に
近
い
負
担
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
首
相
に
は
休
息
の
ゆ
と
り
が
な
か
っ
た
。
そ
の
夜
、
瀬
田
の
私
邸
で
大
平
首
相
を
待
ち
か
ま
え
て
い
た
桜
内
幹
事

長
、
伊
東
官
房
長
官
、
田
中
副
幹
事
長
と
、
会
期
末
ま
で
一
週
間
を
残
す
だ
け
と
な
っ
た
終
盤
国
会
の
情
勢
検
討
と
重
要
法
案
処
理
の
協
議
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
首
相
外
遊
中
の
五
月
八
日
、
自
民
、
社
会
、
公
明
、
民
社
四
党
の
国
会
対
策
委
員
長
会
談

で
は
、
話
合
い
の
結
果
、
�
四
党
が
一
致
し
て
賛
成
す
る
法
案
以
外
は
廃
案
と
す
る
�
と
い
う
合
意
が
で
き
て
い
た
。
こ
の
合
意
に
従
う
と
第

二
次
大
平
内
閣
の
重
要
法
案
で
あ
る
政
治
資
金
規
制
法
案
や
公
職
選
挙
法
の
改
正
案
、
地
方
支
分
部
局
整
理
法
案
な
ど
が
軒
な
み
廃
案
の
憂
き

目
に
あ
う
こ
と
に
な
る
。
与
野
党
の
伯
仲
、
非
主
流
派
の
非
協
力
と
い
う
ハ
ン
デ
を
背
負
っ
て
の
国
会
対
策
と
は
い
え
、
そ
の
よ
う
な
安
易
な

妥
協
で
重
要
法
案
を
流
さ
れ
た
の
で
は
、
こ
れ
ま
で
汗
水
流
し
て
苦
労
し
て
き
た
甲
斐
が
な
い
と
、
帰
国
し
た
ば
か
り
の
大
平
首
相
は
国
会
対

策
関
係
者
の
法
案
取
扱
い
に
強
い
不
満
を
洩
ら
し
、
最
後
ま
で
そ
の
成
立
の
た
め
努
力
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

し
か
し
、
現
実
の
問
題
と
し
て
は
、
五
月
十
八
日
の
会
期
末
ま
で
に
一
週
間
し
か
な
く
、
そ
の
間
に
野
党
が
不
信
任
案
を
提
出
し
て
参
議
院

選
挙
前
の
気
勢
を
あ
げ
よ
う
と
す
る
動
き
が
確
実
で
あ
る
と
見
ら
れ
た
。
こ
う
い
う
状
況
下
で
、
与
野
党
が
対
立
す
る
重
要
法
案
を
成
立
さ
せ
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る
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
る
。
そ
こ
で
政
府
側
は
、
十
一
日
夜
の
協
議
を
受
け
、
十
二
日
昼
に
は
政
府
・
与
党
首
脳
会
議
を
開
い
て
、
法
案
処

理
に
つ
い
て
の
要
請
を
行
っ
た
が
、
党
側
は
こ
れ
を
満
足
さ
せ
る
よ
う
な
反
応
を
示
さ
な
か
っ
た
。
十
三
日
の
午
後
か
ら
の
衆
議
院
の
本
会
議

で
は
、
会
期
を
九
日
間
延
長
し
て
五
月
二
十
七
日
ま
で
と
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
終
盤
国
会
は
、
参
議
院
選
挙
が
公
示
さ
れ
る

三
十
日
の
直
前
ま
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
実
質
的
に
は
参
議
院
選
挙
に
向
け
て
各
党
と
も
走
り
出
し
て
お
り
、
ど
こ
ま
で
成
果
が
あ

げ
ら
れ
る
か
は
疑
問
で
あ
っ
た
。

一
方
、
野
党
側
は
、
参
議
院
選
挙
を
間
近
に
控
え
、
気
勢
を
あ
げ
る
た
め
の
大
平
内
閣
不
信
任
案
の
提
出
問
題
を
め
ぐ
っ
て
微
妙
な
駆
引
き

を
続
け
て
い
た
。
社
会
党
と
す
れ
ば
、
不
信
任
案
の
提
出
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
野
党
の
同
調
を
取
り
つ
け
、
共
同
提
案
と
す
る
形
を
取
り
た

か
っ
た
が
、
公
明
、
民
社
両
党
は
不
信
任
案
提
出
に
た
め
ら
い
が
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
民
社
党
は
、
不
信
任
案
提
出
が
一
部
自
民
党
内
反
主

流
派
の
欠
席
戦
術
―
―
不
信
任
案
成
立
―
―
衆
議
院
解
散
と
い
う
不
測
の
事
態
を
招
き
か
ね
な
い
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
。
し
か
し
、
社
会
党

は
十
三
日
、
公
民
両
党
が
共
同
提
案
に
加
わ
ら
な
い
場
合
で
も
、
そ
の
週
の
う
ち
に
単
独
で
不
信
任
案
を
提
案
す
る
方
針
を
決
め
た
。

こ
れ
を
受
け
て
開
か
れ
た
翌
十
四
日
の
社
公
民
三
党
の
党
首
会
談
で
は
、
公
明
党
は
、
内
閣
不
信
任
案
の
提
出
に
は
賛
成
す
る
も
の
の
、
共

同
提
案
に
加
わ
る
か
ど
う
か
の
態
度
は
保
留
し
、
民
社
党
は
、
内
閣
不
信
任
案
の
提
出
そ
の
も
の
に
難
色
を
示
し
、
改
め
て
中
央
執
行
委
員
会

を
開
い
て
対
応
策
を
協
議
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
民
社
党
の
対
応
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
慎
重
だ
っ
た
。
背
景
に
は
自
民
党
反
主

流
派
と
直
結
し
た
情
報
を
も
と
に
、「
不
信
任
案
が
出
さ
れ
れ
ば
解
散
、
同
日
選
挙
に
な
る
」
と
の
読
み
が
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。

こ
の
頃
、
事
あ
る
ご
と
に
反
大
平
の
運
動
を
展
開
し
て
き
た
自
民
党
刷
新
連
盟
（
略
称
�
刷
新
連
�
）
の
動
き
も
慌
し
く
な
っ
て
き
た
。
刷

新
連
は
、
反
主
流
派
の
最
強
硬
論
者
で
あ
る
赤
城
崇
徳
、
藤
井
勝
志
（
以
上
三
木
派
）、
福
家
俊
一
、
中
野
四
郎
（
以
上
福
田
派
）、
稲
葉
修
、

中
尾
栄
一
（
以
上
中
曾
根
派
）
に
、
長
谷
川
峻
、
石
原
慎
太
郎
ら
の
中
川
グ
ル
ー
プ
が
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
大
が
か
り
な
賭
博
を
し
た
こ
と
が
明

る
み
に
出
さ
れ
た
浜
田
幸
一
の
事
件
を
契
機
と
し
て
、
政
界
に
波
及
が
�
さ
れ
る
K
D
D
事
件
な
ど
一
連
の
不
祥
事
を
解
明
し
、
党
の
刷
新
を

図
る
と
い
う
こ
と
を
名
目
に
四
月
二
日
に
結
成
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
真
の
狙
い
は
、
福
田
、
三
木
、
中
曾
根
、
中
川
派
の
本
隊
を
巻
き
込
ん

で
大
平
打
倒
勢
力
を
盛
り
あ
げ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
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社
会
党
の
不
信
任
案
の
提
出
は
、
十
六
日
と
決
ま
っ
た
。
そ
の
前
夜
、
民
社
党
は
中
央
執
行
委
員
会
を
開
き
、
不
信
任
案
へ
の
対
応
を
協
議

し
た
。
こ
の
時
の
経
緯
を
佐
々
木
委
員
長
は
の
ち
に
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
野
党
の
提
出
し
た
不
信
任
案
に
反
対
す
る
わ
け
に
も
行
か
な
い
。
と
言
っ
て
自
民
党
反
主
流
派
か
ら
何
人
欠
席
者
が

出
る
か
わ
か
ら
な
い
の
に
、
こ
ち
ら
が
欠
席
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
結
局
筋
論
と
し
て
社
会
党
の
不
信
任
案
に
条
件
づ
き
で
賛
成
す
る
こ

と
に
決
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、
あ
の
時
の
議
論
は
ほ
ん
と
う
に
深
刻
で
し
た
。」

十
六
日
午
前
十
時
、
自
民
党
は
、
党
本
部
の
ホ
ー
ル
で
両
院
議
員
総
会
を
開
き
、
か
ね
て
検
討
し
て
き
た
党
倫
理
憲
章
案
を
承
認
す
る
ほ
か
、

党
紀
委
員
会
を
改
組
す
る
た
め
の
党
則
改
正
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
を
決
め
る
方
針
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
定
刻
の
十
時
に
な
っ
て
も
反
主

流
派
議
員
の
出
席
が
悪
く
、
党
大
会
に
代
わ
る
両
院
議
員
総
会
の
定
足
数
を
満
た
す
に
は
足
り
ず
、
結
局
、
通
常
の
両
院
議
員
総
会
と
し
て
開

会
さ
れ
た
。
こ
の
総
会
で
、
大
平
首
相
は
�
党
の
倫
理
の
確
立
が
党
再
生
の
急
務
で
あ
る
�
こ
と
を
訴
え
た
。
倫
理
憲
章
案
は
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
、
全
党
結
束
し
て
野
党
の
不
信
任
案
を
否
決
し
、
参
議
院
選
挙
に
臨
む
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
だ
が
、
こ
の
時
の
反
主
流
派
議
員
の
大

量
欠
席
は
、
こ
れ
か
ら
起
き
る
出
来
事
の
不
気
味
な
前
触
れ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

同
日
十
時
三
十
九
分
、
社
会
党
は
、
大
平
内
閣
が
、
①
福
祉
、
物
価
な
ど
国
民
の
暮
し
に
背
を
向
け
、
内
政
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
、
②
浜

田
幸
一
議
員
の
賭
博
事
件
な
ど
汚
職
か
く
し
に
終
始
し
た
、
③
対
米
追
随
で
平
和
外
交
の
推
進
を
怠
っ
た
、
等
の
理
由
で
内
閣
不
信
任
決
議
案

を
提
出
す
る
手
続
き
を
取
り
、
こ
の
決
議
案
は
こ
の
日
午
後
の
衆
議
院
本
会
議
で
緊
急
上
程
さ
れ
、
票
決
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

他
方
、
こ
の
頃
ま
で
に
、
刷
新
連
の
中
で
も
不
信
任
案
提
出
が
出
た
ら
同
調
す
る
と
い
う
強
硬
論
は
急
速
に
退
潮
に
向
か
っ
て
い
た
。
中
に

は
、
各
実
力
者
を
巻
き
こ
ん
で
�
公
党
を
覚
悟
で
行
動
を
�
と
主
張
す
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
そ
こ
ま
で
の
見
通
し
や
準
備
も
な
い
よ
う
に
見

え
た
。
自
民
党
国
対
筋
も
十
票
以
上
の
差
で
不
信
任
案
は
否
決
と
読
ん
で
い
た
。

大
平
首
相
は
、
両
院
議
員
総
会
か
ら
首
相
官
邸
に
戻
っ
た
。
こ
の
時
ま
で
に
は
、
社
会
党
の
不
信
任
案
提
出
の
手
続
き
が
済
み
、
民
社
党
の

最
終
態
度
も
決
ま
っ
て
、
全
野
党
が
不
信
任
案
支
持
に
足
並
み
を
揃
え
て
い
た
。
総
理
番
の
記
者
か
ら
こ
の
事
態
に
関
す
る
感
想
を
聞
か
れ
た

大
平
首
相
は
、「（
執
行
部
が
）
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
く
れ
て
い
る
。（
だ
か
ら
）
粉
砕
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
否
決
に
自
信
の
あ
る
と
こ
ろ
を
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示
し
、
こ
の
日
の
夕
刊
各
紙
も
�
党
内
反
主
流
派
に
も
野
党
に
同
調
す
る
動
き
は
な
く
、
夕
刻
ま
で
に
は
否
決
さ
れ
る
�
と
い
う
見
通
し
を
報

じ
て
い
る
。

不
信
任
案
の
本
会
議
緊
急
上
程
が
決
ま
る
と
、
党
内
反
主
流
派
の
動
き
は
活
発
化
し
た
。
福
田
派
は
、
十
二
時
か
ら
世
話
人
会
を
開
い
て

�
不
信
任
案
問
題
に
対
す
る
判
断
を
福
田
前
首
相
に
一
任
す
る
�
こ
と
を
決
め
た
。
三
木
派
も
、
同
じ
く
十
二
時
か
ら
緊
急
総
会
を
開
き
、
不

信
任
案
に
対
す
る
態
度
を
保
留
と
決
定
し
た
。
だ
が
、
中
曾
根
派
は
午
後
二
時
四
十
五
分
か
ら
緊
急
総
会
を
開
き
、
そ
の
席
で
中
曾
根
元
幹
事

長
が
「
一
糸
乱
れ
ず
結
束
し
て
野
党
と
対
決
す
る
」
と
強
調
、
不
信
任
案
否
決
の
態
度
を
決
め
た
。

午
後
一
時
、
衆
議
院
の
議
院
運
営
委
員
会
で
は
、
不
信
任
案
を
緊
急
上
程
す
る
本
会
議
の
開
会
を
午
後
三
時
半
と
決
め
た
。
一
方
、
前
夜
か

ら
大
平
首
相
に
会
い
た
い
と
申
し
入
れ
て
い
た
刷
新
連
は
、
十
六
日
の
午
前
に
な
っ
て
党
執
行
部
を
通
じ
て
、
再
度
、
会
見
の
申
入
れ
を
行
っ

た
。
桜
内
幹
事
長
は
「
今
更
会
っ
て
も
仕
方
が
な
い
」
と
判
断
し
、
田
中
副
幹
事
長
が
大
平
首
相
の
意
向
を
確
か
め
た
上
、
会
見
に
応
じ
な
い

旨
答
え
た
。
だ
が
、
刷
新
連
は
、
�
二
人
か
三
人
で
締
め
く
く
り
と
し
て
会
い
た
い
�
と
強
く
再
考
を
求
め
た
。
大
平
周
辺
は
こ
れ
を
″大
平

首
相
が
誠
意
を
も
っ
て
答
え
て
く
れ
れ
ば
、
そ
れ
を
も
っ
て
鉾
を
お
さ
め
る
�
と
い
う
感
触
で
受
け
と
め
た
。
ま
た
、
亀
岡
高
夫
議
院
運
営
委

員
長
や
伊
東
官
房
長
官
か
ら
�
む
し
ろ
会
っ
た
方
が
す
っ
き
り
し
て
よ
い
�
と
の
進
言
が
あ
り
、
院
内
の
会
談
が
セ
ッ
ト
さ
れ
た
。

来
日
中
の
カ
ミ
セ
セ
・
マ
ラ
・
フ
ィ
ジ
ー
首
相
と
の
宮
中
午
餐
会
を
終
え
た
大
平
首
相
は
、
そ
の
足
で
院
内
の
総
理
大
臣
室
に
入
り
、
二
時

五
十
分
か
ら
、
閣
僚
応
接
室
で
刷
新
連
の
代
表
と
会
見
し
た
。
刷
新
連
側
か
ら
は
、
赤
城
崇
徳
、
田
中
伊
三
次
、
長
谷
川
峻
、
福
家
俊
一
、
中

尾
栄
一
ら
が
出
席
し
、
党
側
か
ら
は
、
桜
内
幹
事
長
、
田
中
六
助
副
幹
事
長
ら
が
同
席
し
た
。
刷
新
連
の
申
入
れ
は
、
①
浜
田
幸
一
を
国
会
に

証
人
喚
問
す
る
、
②
K
D
D
問
題
を
解
明
す
る
た
め
、
国
会
に
綱
紀
粛
正
委
員
会
を
設
置
す
る
、
③
十
三
日
放
映
さ
れ
た
テ
レ
ビ
で
、
田
中
六

助
副
幹
事
長
が
刷
新
連
は
売
名
行
為
だ
と
発
言
し
た
こ
と
の
取
消
し
を
求
め
る
、
の
三
点
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
早
急
に
首
相
の
回
答
を

求
め
た
。
こ
れ
ま
で
の
立
場
に
沿
っ
て
理
解
を
求
め
よ
う
と
す
る
大
平
首
相
に
対
し
て
、
刷
新
連
側
は
、「
党
改
革
と
綱
紀
粛
正
に
首
相
は
熱
意

が
足
り
な
い
」
と
責
め
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
党
の
ウ
ミ
を
出
す
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
。

そ
の
間
、
田
沢
国
会
対
策
副
委
員
長
と
石
井
一
議
院
運
営
委
員
会
理
事
が
そ
の
場
に
入
り
、
本
会
議
開
催
に
つ
い
て
、「
野
党
は
一
時
間
以
上
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は
待
て
な
い
と
言
っ
て
い
る
」
と
報
告
し
た
が
、
険
悪
な
空
気
に
、
二
人
は
「
と
に
か
く
待
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
」
と
部
屋
を
出
た
。
部
屋

の
雰
囲
気
は
さ
ら
に
悪
化
し
、
罵
り
合
う
場
面
さ
え
あ
っ
た
。
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
刷
新
連
側
は
、「
本
会
議
を
や
る
と
い
う
な
ら
と
め
な
い
。

そ
の
か
わ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
入
ら
な
い
」
と
圧
力
を
か
け
た
。

終
始
落
ち
着
い
て
応
対
し
て
い
た
大
平
首
相
は
、「
そ
れ
で
は
、
党
執
行
部
と
相
談
し
て
、
ご
返
事
し
よ
う
。
ど
な
た
に
ご
連
絡
を
」
と
問
い

か
け
た
。
刷
新
連
側
の
田
中
伊
三
次
は
、「
み
ん
な
待
っ
て
い
る
の
で
、
す
ぐ
、
返
事
を
く
れ
ま
す
ね
。
連
絡
は
、
中
尾
栄
一
君
に
」
と
言
っ
て

引
き
揚
げ
た
。
直
ち
に
、
西
村
副
総
裁
、
鈴
木
総
務
会
長
、
安
倍
政
調
会
長
、
金
丸
国
対
委
員
長
が
呼
ば
れ
、
大
平
首
相
を
中
心
に
、
前
か
ら

入
っ
て
い
た
桜
内
幹
事
長
、
田
中
副
幹
事
長
を
交
え
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。「
お
ど
か
し
で
す
ね
」、「
ど
う
し
て
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か

な
あ
」
な
ど
の
つ
ぶ
や
き
が
聞
か
れ
た
と
い
う
。

そ
の
時
、
石
井
理
事
が
再
度
、
本
会
議
開
催
に
つ
い
て
連
絡
に
現
れ
、「
野
党
は
、
四
時
半
が
限
度
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
が
」
と
た
ず
ね
た
。

幹
事
長
ら
が
、「
五
時
に
し
て
も
ら
え
」
と
さ
ら
に
三
十
分
の
延
長
を
指
示
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
石
井
理
事
が
「
総
理
、
五
時
で
い
い
で
す

ね
。
も
う
延
期
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
」
と
念
を
押
す
と
、
大
平
首
相
は
、「
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
」
と
言
っ
た
。

回
答
は
、
間
も
な
く
大
平
首
相
自
ら
ペ
ン
を
取
っ
て
書
き
あ
げ
ら
れ
た
。

「
一
、
浜
田
喚
問
に
つ
い
て
は
、
国
会
の
国
政
調
査
権
の
行
使
に
十
分
留
意
の
上
、
航
特
委
に
お
い
て
国
会
の
権
威
に
ふ
さ
わ
し
い
結
論
を

出
す
よ
う
、
総
裁
は
執
行
部
に
指
示
す
る
。
二
、
国
会
に
綱
紀
粛
正
委
員
会
を
設
け
る
件
に
つ
い
て
は
、
執
行
部
に
検
討
す
る
よ
う
指
示
す
る
。

三
、
田
中
六
助
自
民
党
筆
頭
副
幹
事
長
発
言
に
つ
い
て
は
、
事
実
調
査
の
上
、
指
摘
の
事
実
が
あ
れ
ば
、
取
り
消
し
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
」
と

い
う
内
容
で
あ
る
。

桜
内
幹
事
長
が
閣
僚
応
接
室
の
中
か
ら
電
話
で
、
メ
モ
を
読
み
あ
げ
る
形
で
、
刷
新
連
側
に
こ
の
回
答
を
伝
え
た
。
先
方
が
そ
の
真
偽
を
い

ぶ
か
っ
た
た
め
か
、
幹
事
長
は
、「
今
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
総
裁
の
指
示
を
受
け
た
ん
で
す
」
と
繰
り
返
し
た
。
本
会
議
が
開
か
れ
る
ま
で
の

間
を
、
閣
僚
応
接
室
で
す
ご
す
大
平
首
相
は
、
誰
に
言
う
と
な
く
、「
私
の
不
徳
の
い
た
す
と
こ
ろ
で
、
諸
君
に
大
変
迷
惑
を
か
け
る
な
あ
」
と

二
度
ほ
ど
つ
ぶ
や
い
た
。
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し
ば
ら
く
た
っ
て
、
刷
新
連
が
総
理
の
回
答
が
来
な
い
と
騒
い
で
い
る
と
い
う
情
報
が
入
っ
た
。
桜
内
幹
事
長
が
大
平
首
相
の
回
答
を
電
話

で
伝
え
て
か
ら
三
十
分
近
く
の
時
間
が
経
過
し
て
い
た
。
桜
内
ら
が
重
ね
て
刷
新
連
の
幹
部
た
ち
に
電
話
で
連
絡
を
取
っ
た
が
、
そ
の
過
程
で
、

反
主
流
派
の
議
員
が
足
止
め
の
状
態
に
な
っ
て
第
一
議
員
会
館
の
会
議
室
や
そ
の
付
近
に
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

午
後
四
時
二
十
分
、
福
田
、
三
木
、
中
曾
根
、
中
川
の
四
者
会
談
が
始
ま
り
、
刷
新
連
の
メ
ン
バ
ー
も
同
席
し
た
。

時
間
は
ま
た
た
く
間
に
経
過
し
て
行
く
。
大
平
首
相
や
西
村
副
総
裁
、
桜
内
幹
事
長
、
安
倍
政
調
会
長
ら
党
幹
部
は
ひ
き
つ
づ
き
院
内
総
理

大
臣
室
で
待
機
し
て
い
た
が
、
刷
新
連
か
ら
は
何
の
音
沙
汰
も
な
い
。
い
よ
い
よ
時
間
が
迫
っ
て
、
午
後
四
時
五
十
一
分
、
大
平
首
相
は
自
民

党
代
議
士
会
に
顔
を
出
し
、
本
会
議
場
に
向
か
っ
た
。
予
定
通
り
五
時
前
に
衆
議
院
本
会
議
の
開
会
を
告
げ
る
予
鈴
が
鳴
ら
さ
れ
た
。
五
時
に

本
会
議
が
開
会
す
る
こ
と
は
、
先
に
桜
内
幹
事
長
か
ら
刷
新
連
の
田
中
伊
三
次
に
伝
え
ら
れ
、
刷
新
連
も
こ
れ
を
確
認
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
時
間
ど
お
り
本
会
議
が
開
会
さ
れ
た
。
し
か
し
、
反
主
流
三
派
の
議
席
は
ほ
と
ん
ど
空
席
で
あ
っ
た
。
社
会
党
の
飛
鳥
田
委
員
長

の
内
閣
不
信
任
決
議
案
の
趣
旨
説
明
に
対
し
て
、
ま
ず
自
民
党
の
大
野
明
議
員
が
反
対
討
論
を
、
続
い
て
各
野
党
が
そ
れ
ぞ
れ
賛
成
討
論
を
行

う
と
い
う
段
取
り
で
あ
る
。
こ
の
討
論
の
間
に
議
席
に
入
れ
ば
採
決
に
間
に
あ
う
。
大
平
周
辺
は
そ
う
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
見
方
を
し
て
い
た
。

だ
が
、
こ
の
頃
、
反
主
流
派
三
実
力
者
と
党
刷
新
連
盟
の
会
談
に
出
席
し
て
い
た
森
下
元
晴
（
中
曾
根
派
）
が
、
灘
尾
衆
議
院
議
長
に
�
本

会
議
の
開
会
繰
下
げ
�
を
求
め
て
い
た
。
灘
尾
は
「
採
決
ま
で
一
時
間
ぐ
ら
い
あ
る
か
ら
そ
の
間
に
考
え
て
出
て
ほ
し
い
」
と
言
い
、
こ
れ
を

拒
否
し
た
。
間
も
な
く
中
曾
根
元
幹
事
長
自
身
が
、
第
一
議
員
会
館
の
刷
新
連
の
事
務
所
か
ら
電
話
で
桜
内
幹
事
長
を
呼
び
出
し
、「
三
木
、
福

田
両
氏
を
説
得
す
る
時
間
が
い
る
の
で
、
し
ば
ら
く
休
憩
に
で
き
な
い
か
」
と
言
っ
て
き
た
。
こ
の
本
会
議
休
憩
の
要
請
は
、
す
で
に
金
丸
国

会
対
策
委
員
長
も
試
み
て
い
た
。
ど
う
も
様
子
が
お
か
し
い
と
判
断
し
た
金
丸
は
、
灘
尾
衆
議
院
議
長
に
本
会
議
の
休
憩
の
可
否
を
打
診
し
た
。

金
丸
に
よ
る
と
、
灘
尾
は
こ
の
時
、「
と
ん
で
も
な
い
。
三
時
の
本
会
議
を
五
時
に
延
ば
し
て
い
る
。
国
民
注
視
の
本
会
議
を
自
分
の
都
合
で
勝

手
に
休
憩
し
た
り
、延
ば
し
た
り
な
ど
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。国
会
を
そ
の
よ
う
に
軽
々
し
く
考
え
て
も
ら
っ
て
は
困
る
」
と
言
っ
た
と
い
う
。

桜
内
は
、
こ
の
直
後
、
本
会
議
場
を
出
て
、
第
一
議
員
会
館
で
協
議
中
の
三
木
、
福
田
、
中
曾
根
を
訪
ね
て
説
得
に
あ
た
っ
た
が
、
返
事
は

否
定
的
な
も
の
だ
っ
た
。
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こ
の
頃
に
な
る
と
本
会
議
場
も
騒
然
と
し
て
き
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
内
閣
不
信
任
決
議
案
が
成
立
し
て
し
ま
う
。
そ
う
な
れ
ば
解
散
か
総
辞

職
は
必
至
で
あ
る
。
本
会
議
場
か
ら
廊
下
に
出
て
き
た
民
社
党
の
春
日
常
任
顧
問
は
、「
だ
か
ら
言
わ
な
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
。
切
れ
な
い
ノ
コ
ギ

リ
を
自
分
の
腹
に
あ
て
や
が
っ
た
」
と
つ
ぶ
や
い
た
と
い
う
。

議
場
内
で
は
壇
上
の
討
論
を
そ
っ
ち
の
け
に
し
て
各
党
の
首
脳
が
三
々
五
々
集
ま
っ
て
協
議
し
て
い
る
。
五
時
五
十
二
分
、
加
藤
官
房
副
長

官
が
「
こ
の
ま
ま
本
会
議
を
続
行
す
べ
き
か
否
か
」
と
議
場
か
ら
雛
壇
の
伊
東
官
房
長
官
に
メ
モ
を
渡
し
た
。
伊
東
は
大
平
首
相
に
そ
の
メ
モ

を
渡
し
た
。
大
平
の
答
は
�
既
定
方
針
通
り
�
で
あ
っ
た
。
既
定
方
針
―
―
す
で
に
三
月
初
旬
以
来
、
も
し
こ
ん
な
事
態
に
な
っ
た
ら
�
解
散
�

と
い
う
大
平
の
肚
は
ご
く
身
近
の
も
の
に
は
知
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

六
時
十
分
、
桜
内
幹
事
長
は
再
度
刷
新
連
の
説
得
に
赴
い
た
が
、
い
ま
さ
ら
応
ず
る
雰
囲
気
で
は
な
く
、
桜
内
は
「
あ
と
は
皆
さ
ん
の
判
断

だ
」
と
言
っ
て
二
度
に
わ
た
る
説
得
を
断
念
し
、
院
内
に
戻
っ
て
、「
も
う
だ
め
で
す
。
覚
悟
し
て
入
り
ま
し
よ
う
」
と
議
場
に
向
か
っ
た
。
桜

内
は
後
に
、「
最
後
に
行
っ
た
と
き
に
は
、
も
う
あ
ん
ま
り
と
ん
が
っ
た
雰
囲
気
で
な
く
、
福
田
さ
ん
は
僕
に
握
手
を
し
て
、
�
君
、
大
変
だ
な
�

と
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
、
�
お
互
い
に
頑
張
ろ
う
や
�
と
言
っ
た
。
私
は
、
こ
れ
は
い
よ
い
よ
も
っ
て
悪
い
と
思
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

議
場
閉
鎖
四
分
前
に
、
中
曾
根
と
同
派
の
幹
部
が
議
場
に
入
っ
て
き
た
。
こ
れ
と
入
れ
替
り
に
安
倍
政
調
会
長
が
森
喜
朗
（
福
田
派
）
ら
に

抱
き
か
か
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
議
場
か
ら
出
た
。

午
後
六
時
三
十
五
分
議
場
は
閉
鎖
さ
れ
た
。
採
決
の
結
果
は
、
賛
成
二
百
四
十
三
、
反
対
百
八
十
七
。
大
平
内
閣
不
信
任
決
議
案
は
可
決
さ

れ
た
。
昭
和
二
十
三
年
の
「
な
れ
合
い
解
散
」
と
昭
和
二
十
八
年
の
「
バ
カ
ヤ
ロ
ー
解
散
」
に
次
い
で
、
戦
後
三
回
目
の
不
信
任
案
の
可
決
で

あ
っ
た
。

そ
の
時
テ
レ
ビ
に
大
写
し
に
さ
れ
た
大
平
首
相
の
表
情
は
、
重
大
な
決
断
を
行
っ
た
責
任
に
耐
え
る
厳
し
さ
と
自
己
の
信
念
に
生
き
る
雄
々

し
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
む
ろ
ん
、
自
分
が
総
裁
を
し
て
い
る
政
党
か
ら
欠
席
者
が
出
て
、
不
信
任
を
食
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
た
と

え
よ
う
の
な
い
気
持
で
あ
っ
た
ろ
う
。
本
会
議
場
を
出
て
院
内
総
理
大
臣
室
に
入
っ
て
か
ら
も
大
平
首
相
は
一
言
も
発
し
な
か
っ
た
。

そ
こ
へ
福
川
秘
書
官
が
隣
の
閣
議
室
に
閣
僚
が
揃
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
に
き
た
。
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「
閣
議
を
お
願
い
し
ま
す
」

「
お
う
」
と
や
っ
と
気
が
つ
い
た
よ
う
に
大
平
は
返
事
を
し
、

「
閣
議
の
準
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
」

「
隣
に
そ
ろ
っ
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」

「
そ
う
か
、
そ
れ
で
は
…
…
」
と
言
っ
て
大
平
は
立
ち
あ
が
っ
た
。

ど
こ
か
断
絶
し
た
孤
独
の
世
界
か
ら
舞
い
戻
っ
て
き
た
よ
う
な
大
平
首
相
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
大
平
首
相
は
生
涯
で
最
も
大
き
な
試
練
の

波
を
越
え
た
。

臨
時
閣
議
を
開
く
手
筈
は
、
す
で
に
本
会
議
中
に
伊
東
官
房
長
官
、
竹
下
蔵
相
ら
の
発
案
で
整
え
ら
れ
、
各
大
臣
に
は
本
会
議
後
直
ち
に
院

内
大
臣
室
に
集
ま
る
よ
う
連
絡
さ
れ
て
い
た
。

午
後
七
時
六
分
、
臨
時
閣
議
が
開
か
れ
た
。
大
平
首
相
は
、「
一
生
懸
命
国
政
の
た
め
に
働
い
て
も
ら
っ
て
い
た
の
に
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に

な
っ
て
、
残
念
だ
。
憲
法
の
規
定
に
よ
り
、
道
は
解
散
か
、
総
辞
職
か
二
つ
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
を
選
択
し
た
ら
よ
い
か
、
私

に
ま
か
せ
て
い
た
だ
い
て
も
よ
し
、
こ
こ
で
決
め
て
い
た
だ
い
て
も
よ
い
」
と
発
言
し
た
。
し
ば
ら
く
静
寂
の
時
が
流
れ
た
が
、
最
長
老
の
倉

石
法
相
が
口
火
を
切
っ
て
、「
総
理
に
お
任
せ
し
ま
す
」
と
述
べ
、
こ
れ
を
皮
切
り
に
竹
下
蔵
相
は
じ
め
各
閣
僚
も
、
次
々
と
首
相
に
一
任
し
た
。

後
藤
田
自
治
相
は
、「
解
散
を
前
提
に
総
理
に
一
任
し
ま
す
」
と
述
べ
、
武
藤
農
林
水
産
相
、
地
崎
運
輸
相
も
こ
れ
に
同
調
し
て
、
解
散
を
進
言

し
た
。
閣
議
は
、
政
府
声
明
を
つ
く
る
た
め
一
時
休
憩
し
て
、
控
え
て
い
た
桜
内
幹
事
長
ら
党
執
行
部
と
協
議
し
た
う
え
、
再
開
さ
れ
た
。
大

平
首
相
の
「
解
散
を
い
た
し
ま
す
」
と
い
う
静
か
な
声
に
、
解
散
が
全
員
一
致
で
閣
議
決
定
さ
れ
、
政
府
声
明
を
決
め
て
、
八
時
七
分
、
閣
議

は
終
わ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
事
実
上
六
月
二
十
二
日
に
衆
参
両
院
同
日
選
挙
を
実
施
す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

午
後
九
時
五
十
分
、
私
邸
に
戻
っ
た
大
平
首
相
は
、
総
理
番
記
者
か
ら
、
反
主
流
派
の
対
応
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
が
、「
ど
う
し
て
あ
あ
い

う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
私
に
も
よ
く
理
解
で
き
な
い
」
と
一
言
答
え
て
、
寝
室
に
消
え
た
。

不
信
任
案
の
可
決
さ
れ
た
翌
十
七
日
の
新
聞
は
、
一
斉
に
、
自
民
党
の
分
裂
選
挙
を
報
じ
て
い
た
。
本
会
議
を
欠
席
し
た
反
主
流
派
が
ど
う
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動
く
か
、
党
執
行
部
が
ど
う
対
応
す
る
か
、
そ
れ
は
、
八
〇
年
代
の
政
治
体
制
の
進
路
に
か
か
わ
る
も
の
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
っ
た
。

十
七
日
朝
、
私
邸
を
出
る
大
平
首
相
は
、
記
者
た
ち
に
対
し
、「
た
い
へ
ん
国
民
に
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
問
題
を
た
く
さ
ん

抱
え
て
、
中
途
半
端
は
い
け
な
い
。
き
ち
ん
と
し
た
姿
に
し
て
政
局
に
臨
み
、
政
策
推
進
に
あ
た
り
、
理
解
を
頂
き
た
い
。
…
…
（
党
内
の
造

反
者
に
つ
い
て
は
）
ど
う
い
う
事
情
か
、
ま
さ
か
と
い
う
こ
と
が
起
き
た
の
で
、
よ
く
つ
ま
び
ら
か
に
し
た
い
。
か
つ
て
の
同
志
で
あ
っ
た

方
々
な
の
で
、
そ
の
処
理
は
、
慎
重
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
党
と
し
て
の
筋
道
も
た
て
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
語
っ
た
。

党
本
部
に
到
着
す
る
と
、
安
倍
政
調
会
長
が
待
っ
て
い
た
。
安
倍
は
辞
表
を
提
出
し
た
が
、
大
平
首
相
は
こ
れ
を
受
け
取
ら
ず
、「
政
局
の
安

定
が
第
一
で
す
。
安
倍
さ
ん
は
大
局
の
見
え
る
人
だ
か
ら
、
私
の
決
意
は
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
」
と
言
っ
た
。（『
回
想
録
』
追
想

編
）そ

の
日
の
う
ち
に
、
反
主
流
派
は
、
新
党
は
見
送
る
が
、
独
自
の
選
挙
の
た
め
の
連
絡
協
議
会
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
を
決
め
る
な
ど
、
あ
わ

た
だ
し
い
動
き
が
続
い
た
。

十
八
日
の
日
曜
日
、
大
平
首
相
は
、
終
日
、
自
宅
で
過
し
た
。
何
を
思
っ
た
か
、
長
女
の
森
田
芳
子
に
手
伝
わ
せ
て
、
本
の
整
理
を
始
め
た
。

自
宅
に
残
す
も
の
と
、
郷
里
香
川
の
大
平
文
庫
へ
送
る
も
の
と
を
黙
々
と
し
て
選
り
分
け
て
い
た
。
午
後
に
な
っ
て
、
せ
が
ま
れ
て
、
総
理
番

の
記
者
と
懇
談
を
行
い
、
不
信
任
案
の
経
過
に
つ
い
て
雑
談
し
た
後
、
い
わ
ゆ
る
造
反
組
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。「
党
紀
違
反
は
、
た

だ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
欠
席
組
も
い
ろ
ん
な
事
情
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
と
計
っ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
政
党
は
、
夫
婦
み
た
い

な
も
の
で
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ど
う
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。
俺
だ
っ
て
、
鳩
山
内
閣
不
信
任
案
の
と
き
に
、
保
利
さ
ん
と
一
緒
に

欠
席
し
た
。
政
党
は
、
分
離
と
独
立
を
繰
り
返
し
て
行
く
も
の
だ
。
去
年
の
首
班
指
名
の
と
き
は
、
別
の
名
前
を
書
か
れ
た
が
、
今
回
は
欠
席

だ
か
ら
状
況
は
よ
く
な
っ
て
い
る
（
笑
）。
諸
君
は
、
事
実
上
の
分
裂
選
挙
と
言
う
が
、
総
裁
以
下
、
号
令
一
下
、
挙
党
一
致
で
闘
っ
た
こ
と
な

ど
一
度
も
な
い
よ
。」

し
か
し
、
大
平
首
相
は
、
当
初
、
欠
席
組
の
少
な
く
と
も
責
任
あ
る
立
場
に
あ
る
人
へ
の
処
分
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
。
十
七
日
夜
に
訪
れ
た

田
中
副
幹
事
長
に
も
、
十
八
日
に
来
訪
し
た
伊
東
官
房
長
官
に
も
、「
少
な
く
と
も
主
だ
っ
た
も
の
だ
け
は
、
公
認
は
止
め
る
べ
き
だ
と
思
う
」
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と
力
説
し
た
。

解
散
の
手
続
き
は
、
十
九
日
午
後
一
時
二
分
、
灘
尾
衆
議
院
議
長
が
、
各
党
の
代
表
が
起
立
す
る
中
で
解
散
詔
書
を
読
み
あ
げ
る
と
い
う
異

例
の
形
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
後
、
大
平
首
相
は
記
者
会
見
に
臨
み
、
何
故
に
解
散
の
途
を
選
ん
だ
か
を
説
明
し
た
。

「
確
か
に
途
は
解
散
、
総
辞
職
の
二
つ
が
あ
る
。
私
と
し
て
は
、
総
辞
職
す
る
理
由
は
な
い
し
、
社
会
党
の
い
う
三
つ
の
理
由
に
は
承
服
で
き

な
い
の
で
、
こ
れ
に
対
し
て
は
政
府
と
国
会
と
い
う
立
場
で
原
点
に
帰
っ
て
国
民
の
判
断
を
仰
ぐ
の
が
憲
法
の
常
道
と
考
え
、
解
散
を
決
意
し

た
。
総
辞
職
す
る
と
、
当
然
野
党
第
一
党
に
政
局
を
任
せ
て
、
選
挙
管
理
内
閣
を
作
っ
て
そ
の
手
で
解
散
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
手
順
で
や
る

こ
と
は
、
政
局
の
混
迷
を
倍
増
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
う
し
た
道
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
。
何
の
迷
い
も
な
く
解
散
の
途
を
選
ん
だ
。
…
…
党

内
に
は
か
ね
て
か
ら
抗
争
が
あ
り
、
そ
れ
が
完
全
に
決
着
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
今
度
の
解
散
に
つ
な
が
る
大
き
な
原
因
の
一
つ
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
党
内
の
問
題
で
あ
っ
て
、
解
散
す
る
か
し
な
い
か
は
政
府
と
国
会
の
問
題
で
あ
る
。
党
内
問
題
を
国
会
の
場
を
借
り
て
や
る
と

い
う
の
は
、
前
に
先
例
が
あ
っ
て
も
、
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。
…
…
党
内
の
融
和
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
党
運
営
に
は
相
当
周
到
な

配
慮
を
払
っ
て
き
た
つ
も
り
だ
が
、
一
枚
岩
に
な
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
。
私
の
党
運
営
に
つ
い
て
の
責
任
は
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。」

一
方
、
二
十
日
に
、
安
倍
晋
太
郎
、
河
本
敏
夫
を
代
表
世
話
人
と
し
て
党
再
生
協
議
会
を
発
足
さ
せ
た
反
主
流
派
も
、
い
ざ
選
挙
と
な
る
と
、

本
会
議
欠
席
へ
の
批
判
が
地
元
で
強
い
こ
と
か
ら
、
造
反
の
意
気
込
み
も
次
第
に
し
ぼ
み
、
経
済
界
も
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で
経
団
連
の
会
合
を
行

う
な
ど
党
一
本
化
へ
の
働
き
か
け
を
み
せ
、
党
内
は
、
抗
争
の
沈
静
化
へ
向
か
っ
て
動
き
始
め
た
。
結
局
、
党
執
行
部
は
、
誓
約
書
の
し
ば
り

を
強
め
る
こ
と
で
、
欠
席
議
員
の
公
認
も
認
め
る
こ
と
と
し
、
二
十
二
日
夜
に
は
、
西
村
副
総
裁
、
桜
内
幹
事
長
、
鈴
木
総
務
会
長
が
、
党
再

生
協
議
会
の
安
倍
、
河
本
の
代
表
世
話
人
な
ら
び
に
中
川
一
郎
ら
と
協
議
し
、
再
生
協
議
会
は
当
面
活
動
を
停
止
す
る
な
ど
選
挙
へ
向
け
て
挙

党
体
制
を
つ
く
る
た
め
の
和
解
が
成
立
し
た
。

大
平
首
相
自
身
、
二
十
三
日
午
前
、
河
本
、
安
倍
両
代
表
世
話
人
と
会
い
、
そ
の
合
意
内
容
を
確
認
し
、
そ
の
後
、
自
民
党
全
国
県
連
幹
事

長
会
議
に
お
い
て
、
党
の
全
面
的
な
刷
新
を
断
行
、
自
民
党
単
独
政
権
を
維
持
す
る
決
意
を
述
べ
た
。「
小
魚
を
煮
る
ほ
ど
の
細
心
さ
と
、
山
を

も
移
す
ほ
ど
の
大
胆
さ
を
兼
ね
て
選
挙
戦
を
戦
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
大
平
首
相
の
演
説
に
、
出
席
者
は
熱
烈
な
拍
手
を
送
っ
た
。
自
民
党
は
、
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結
局
、
無
所
属
で
立
候
補
し
た
田
中
伊
三
次
の
ほ
か
は
、
引
退
組
を
除
い
て
、
全
員
公
認
の
手
続
き
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

選
挙
戦
に
至
る
間
も
、
大
平
首
相
は
、
休
む
暇
が
な
か
っ
た
。
二
十
四
日
に
は
、
滋
賀
政
経
文
化
パ
ー
テ
ィ
ー
、
二
十
五
日
に
は
、
和
歌
山

政
経
文
化
パ
ー
テ
ィ
ー
と
続
い
た
。
滋
賀
県
で
は
、
琵
琶
湖
を
周
遊
水
質
汚
染
に
よ
る
赤
潮
発
生
の
実
態
を
視
察
し
た
。

二
十
七
日
か
ら
は
、
中
国
の
首
相
と
し
て
は
じ
め
て
日
本
の
土
を
踏
む
華
国
鋒
首
相
を
迎
え
る
一
連
の
行
事
が
あ
っ
た
。
会
見
は
二
日
間
、

四
時
間
に
及
ん
で
中
東
問
題
、
ソ
連
問
題
、
韓
国
問
題
等
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
、
ま
た
、
石
油
開
発
や
円
借
款
な
ど
二
国
間
の
問
題
に
つ

い
て
い
く
つ
か
の
合
意
を
見
た
。

二
回
に
わ
た
る
首
脳
会
談
の
数
多
い
成
果
は
、
二
十
九
日
の
午
後
、
共
同
新
聞
発
表
の
形
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
発
表
さ
れ
た
が
、
両
首
脳

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
違
い
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
両
国
の
協
調
関
係
を
着
実
な
も
の
と
す
る
こ
と
を
一
層
く
っ
き
り
と
浮
き
立
た
せ
る
と

と
も
に
、
日
中
関
係
が
地
に
つ
い
た
�
実
務
的
関
係
�
に
入
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
そ
の
頃
に
は
、
大
平
首
相
が
期
待
を
寄
せ
て
い
た
政
策
研
究
グ
ル
ー
プ
の
報
告
書
が
、
順
次
、
提
出
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
十
九
日
に

は
、
環
太
平
洋
構
想
研
究
グ
ル
ー
プ
の
報
告
書
が
飯
田
経
夫
名
古
屋
大
学
教
授
か
ら
渡
さ
れ
た
。
飯
田
教
授
は
、
こ
れ
を
受
け
取
っ
た
大
平
首

相
が
、「
�
た
だ
ひ
と
つ
の
善
政
に
な
る
か
な
�
と
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
言
っ
た
の
に
、
瞬
間
ド
キ
ッ
と
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。（『
回
想
録
』
追

想
編
）
二
十
九
日
に
は
、
家
庭
基
盤
充
実
研
究
グ
ル
ー
プ
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
家
庭
を
大
切
に
と
い
う
同
報
告
書
の
提
言
の
趣
旨
に
ふ
さ

わ
し
く
、
同
研
究
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
な
ご
や
か
な
家
族
同
伴
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
官
邸
で
催
さ
れ
、
首
相
も
志
げ
子
夫
人
を
伴
っ
て
団
欒

の
ひ
と
と
き
を
過
し
た
。
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
席
上
、
た
ま
た
ま
翌
日
か
ら
始
ま
る
選
挙
戦
の
街
頭
演
説
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
が
、
大
平

首
相
は
例
の
幾
分
は
に
か
ん
だ
表
情
で
「
皆
さ
ん
は
絶
対
に
私
の
街
頭
演
説
の
姿
な
ど
見
に
来
な
い
で
く
だ
さ
い
よ
。
と
て
も
皆
さ
ん
に
見
せ

ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
」
と
述
べ
て
爆
笑
を
さ
そ
っ
た
。
大
平
首
相
を
囲
む
小
さ
な
人
の
渦
が
、
ゆ
っ
く
り
と
会
場
を
移
動
し
な

が
ら
、
話
題
は
人
物
論
、
人
生
論
か
ら
読
書
論
、
家
庭
論
へ
と
広
が
り
、
再
三
の
秘
書
官
の
催
促
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
首
相
は
い
つ
ま
で
も
そ

の
場
を
立
ち
去
り
難
い
風
情
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
本
の
家
庭
基
盤
の
充
実
を
め
ざ
す
研
究
会
の
会
合
が
、
大
平
首
相
が
官
邸
で
出
席
し
た
最
後
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の
会
合
と
な
っ
た
。
そ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
直
前
の
僅
か
の
時
間
に
、
大
平
首
相
は
、
真
鍋
賢
二
参
議
院
議
員
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
地
元
小
豆
島

の
災
害
復
旧
記
念
碑
の
た
め
の
揮
毫
に
気
軽
に
応
じ
た
。
明
日
か
ら
は
選
挙
戦
に
入
る
の
で
、
暇
が
な
い
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。
秘
書
官
室
の

栗
本
和
子
、
大
塚
和
子
ら
に
仕
度
さ
せ
、「
や
す
ら
ぎ
の
塔
」
と
書
き
上
げ
た
。
こ
れ
が
大
平
首
相
の
最
後
の
筆
と
な
っ
た
。

大
平
首
相
は
、
華
国
鋒
首
相
の
答
礼
宴
に
出
席
す
る
た
め
、
夕
日
が
傾
き
、
涼
し
さ
の
戻
っ
た
官
邸
を
、
再
び
帰
る
こ
と
な
く
、
あ
と
に
し

た
。
選
挙
戦
に
入
る
日
の
前
夜
、
午
後
六
時
二
十
四
分
で
あ
っ
た
。
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